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東
教
育
財
団
で
は
、
基
本
財
産
二
一

億
七
千
万
円
を
国
債
と
地
方
債
で
運

用
し
、
公
益
認
定
を
受
け
て
公
益
財
団

法
人
と
し
て
再
出
発
し
た
平
成
二
三

年
度
か
ら
平
成
二
八
年
度
ま
で
の
六

年
間
は
、
毎
年
度
約
三
千
八
百
万
円
の

運
用
収
益
を
得
て
き
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
長
引
く
経
済
不
況
を
克

服
す
る
た
め
、
大
幅
な
金
融
緩
和
が
進

め
ら
れ
、
超
低
金
利
政
策
（
平
成
二
八

年
二
月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
政
策
） 

が
と
ら
れ
て
お
り
、
全
国
の
財
団
が
運

用
収
益
の
減
少
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

 

当
財
団
に
お
い
て
も
、
保
有
す
る
第

五
一
回
共
同
発
行
地
方
債
（
額
面
金
額

五
億
円 

利
率
一
・
九
〇
％
）
が
平
成

二
九
年
六
月
二
三
日
に
満
期
償
還
と

な
る
た
め
、
平
成
二
九
年
度
の
運
用
収

益
が
減
少
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。 

                   

   

  

    

そ
こ
で
、
前
回
の
『
財
団
だ
よ
り
』

で
も
お
知
ら
せ
し
た
「
資
金
運
用
及
び

助
成
事
業
検
討
委
員
会
」
を
二
度
に
わ

た
っ
て
開

催
し
、
先

ず
、
七
月

七
日
の
第

一
回
検
討

委
で
超
低

金
利
状
況

下
に
お
け

る
資
金
運

用
の
あ
り
方
を
、
次
い
で
、
八
月
三
一

日
の
第
二
回
検
討
委
で
運
用
収
益
減

が
見
込
ま
れ
る
平
成
二
九
年
度
の
助

成
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。 

                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

   

【
抽 

象
】 

◇
そ
の
時
点
で
、
最
善
と
考
え
ら
れ
る

方
法
に
よ
り
運
用
す
る
（
資
金
運
用
規

程
第
四
条
）。 

【
具 

体
】 

◇
平
成
二
九
年
六
月
時
点
の
運
用
に
お

い
て
も
、
現
下
の
債
券
金
利
状
況
を
前

提
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

◇
国
債
又
は
地
方
債
で
運
用
を
続
け
る

と
し
て
、 

新
発
債
は
、
一
〇
年
債
で
利
率
〇
・

〇
七
％
以
下
で
あ
り
、
五
億
円
の
資
金

を
一
〇
年
間
こ
の
よ
う
な
低
金
利
で
固

定
す
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
。 

既
発
債
は
、
新
発
債
よ
り
若
干
高
い

利
回
り
を
期
待
で
き
る
が
、
債
券
単
価

が
百
円
を
超
え
、
持
ち
出
し
が
必
要
と

な
る
。 

◇
リ
ス
ク
が
低
く
、
運
用
利
回
り
が
公

債
よ
り
高
い
企
業
債
等
で
運
用
す
る
と

し
て
、 

平
成
二
九
年
六
月
二
三
日
、
こ
の
条

件
を
満
た
す
五
億
円
の
金
融
商
品
が
市

場
に
存
在
し
購
入
で
き
る
保
証
が
な

い
。 

                        

    

◇
し
た
が
っ
て
、
当
面
、
銀
行
に
定 

期
預
金
し
、
債
券
市
場
を
見
守
る
こ 

と
と
す
る
。 

    

平
成
二
九
年
度
の
運
用
収
益
が
平 

成
二
八
年
度
に
比
し
約
六
四
〇
万
円 

減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
平 

成
二
九
年
度
の
助
成
事
業
に
係
る
予 

算
は
、
平
成
二
八
年
度
助
成
予
算
額 

か
ら
概
ね
三
割
を
減
じ
た
額
の
範
囲 

で
計
上
し
、
こ
れ
に
よ
り
充
足
で
き 

な
い
運
用
収
益
減
少
額
は
、
管
理
費 

の
節
減
に
よ
り
賄
う
。 

          

 

        

満
期
償
還
後
の
運
用
方
針 

 

運
用
収
益
減
が
見
込
ま
れ
る 

助
成
事
業
の
あ
り
方 
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資
金
運
用
及
び
助
成
事
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検
討
委
員
会
の
開
催 

（第二回検討委の会議風景） 



 
  （２） 

     

一
〇
月
七
日
開
催
の
中
間
理
事
会
に

お
い
て
、
平
成
二
九
年
度
助
成
事
業
を
次

の
要
領
で
募
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。 

 

一
、
事
業
実
施
時
期 

  

説 

明 

会 
 

二
八
年
一
一
月 

 
  

↓ 

 

申
請
受
付 

 

二
九
年
三
月
上
・
中
旬 

 
  

↓ 

 

応
募
締
切 

 

二
九
年
三
月
中
旬 

 
  

↓ 

 

審
査
選
考 

 

二
九
年
四
月
上
旬 

↓ 

 

交
付
決
定 

 

二
九
年
四
月
中
旬 

↓ 

 

第
一
回
助
成
金
支
給 

二
九
年
六
月
下
旬 

 

二
、
助
成
対
象
団
体
及
び
事
業 

平
成
二
八
年
度
と
同
じ 

 

三
、
助 

成 

額 

 

平
成
二
八
年
度
助
成
額
か
ら
概
ね
三

割
を
減
じ
た
額 

             

 

   

 

助 

成 

事 

業 

の 

紹 

介 

平
成
二
七
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の

具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

✿ 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

「
子
育
て
・
親
育
ち
活
動
」 

               

愛
珠
幼
稚
園
で
は
、
園
が
所
有
す
る

リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
や
バ
イ
オ
リ
ン
を
使

っ
て
、
親
子
で
参
加
で
き
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
企
画
し
、
本
物
の
音
色
や
美
し
い

調
べ
を
味
わ
い
、
共
に
感
性
を
磨
く
機

会
と
し
た
。
ま
た
、
親
子
で
野
菜
な
ど

の
栽
培
活
動
に
取
り
組
み
、
命
や
食
の 

         

   

 

大
切
さ
を
感
じ
る
機
会
と
し
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業
」 

  

南
大
江
小
学
校
で
は
、
授
業
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
が
図

ら
れ
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用

も
広
が
り
、
全
て
の
児
童
に
よ
り
分
か

り
や
す
く
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

（
助
成
額
三
〇
万
円
） 

                      

  

    

 

✿ 

社
会
教
育
事
業
助
成 

「
区
民
の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
事
業
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会 

で
は
、
①
区
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー 

ル
大
会 

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ 

大
会 

③
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
等 

を
開
催
し
、
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
理
解
・
認
識
を
深 

め
る
と
と
も
に
、
区
民
相
互
の
親
睦
と 

連
帯
感
を
高
め
た
。 （

助
成
額
五
〇
万
円
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

募
集
要
項
が
決
ま
り
ま
し
た 

平
成
二
九
年
度
助
成
事
業 



   
 

（３）  

✿ 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

 
「
中
大
江
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
」 

 

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
ハ
ン
サ
ム
ウ
ォ
ー 

ク
（
歩
き
方
・
写
真
＝
右
）、
手
打
ち
う 

ど
ん
（
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
・
写
真
＝
左
）、

熊
野
街
道
を
歩
く
等
の
事
業
を
通
じ
て
、

学
校
や
地
域
と
の
連
携
、
世
代
間
の
交 

流
を
深
め
た
。 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

                        

  

✿ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

 

「
中
央
区
民
ま
つ
り
」 

                
 

毎
年
一
〇
月
の
第
三
日
曜
日
に
、
子 

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
参 

加
し
て
楽
し
め
る
、
区
民
の
創
意
・
工 

夫
を
凝
ら
し
た
手
づ
く
り
の
区
民
ま
つ 

 

り
を
開
催
し
、
温
か
い
心
と
心
の
ふ
れ 

あ
う
連
帯
感
と
わ
が
ま
ち
意
識
を
高
め 

る
と
と
も
に
、
失
わ
れ
が
ち
な
伝
統
行 

事
や
催
し
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
文
化 

の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

       

  

「
中
央
区
民
文
化
の
つ
ど
い
」 

毎
年
二
月
、
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
絵
画
・
書
・
写
真
な
ど
日
頃
の
創

作
活
動
を
展
示
す
る
作
品
展
（
写
真
＝

左
）
と
多
様
な
年
代
の
区
民
が
練
習
し

て
き
た
成
果
を
発
表
で
き
る
舞
台
発
表

会
（
写
真
＝
右
）
を
開
催
し
、
区
民
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
観

覧
者
と
発
表
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪

が
広
が
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
も

役
立
て
て
い
る
。 （

助
成
額
二
〇
万
円
） 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

「
あ
っ
た
か
北
大
江
ま
ち
祭
り
」 

               
 

  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
り
、 

一
時
避
難
所
で
も
あ
る
北
大
江
公
園
に 

お
い
て
、
地
域
の
生
活
魅
力
の
向
上
や 

自
主
防
災
活
動
の
推
進
に
役
立
つ
イ
ベ 

ン
ト
（
木
工
・
食
料
づ
く
り
・
救
助
・ 

消
火
体
験
等
）
を
開
催
し
、
地
域
へ
の 

興
味
や
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地 

域
の
災
害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
さ
せ 

た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

          



                             

  （４） 

 

       

人
は
、
こ
と
ば
で
も
の
を
考
え
る
。
自

分
の
思
い
を
伝
え
る
の
に
、
身
振
り
や
手

振
り
を
使
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
と
ば
の

方
が
断
然
有
力
で
あ
る
。
人
と
の
交
流
に

目
を
使
う（
眼
で
訴
え
る
）こ
と
も
あ
り
、

「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
い
い
」
と
も
い

う
が
、
や
は
り
こ
と
ば
の
方
が
自
在
で
あ

る
。 

 

だ
か
ら
、
あ
る
地
域
の
こ
と
ば
の
特
徴

は
、
そ
の
地
域
の
人
々
の
も
の
の
考
え
方

や
感
じ
方
、
自
己
表
現
の
仕
方
や
人
と
の

接
触
の
仕
方
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
文
化
が
こ
と
ば

の
あ
り
方
を
規
定
し
、
逆
に
こ
と
ば
の
あ

り
方
が
そ
の
地
域
の
人
々
の
気
持
ち
の

動
き
方
を
規
定
す
る
と
も
い
え
る
。 

 

大
阪
の
こ
と
ば
ー
大
阪
弁
に
関
し
て

い
え
ば
、
大
阪
人
の
思
考
様
式
、
自
己
表

現
様
式
、
行
動
様
式
、
対
人
接
触
様
式
の

現
れ
で
あ
り
、
大
阪
弁
は
大
阪
と
い
う
ま

ち
の
文
化
の
現
れ
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
大
阪
は
海
に
向
か
っ
て
開 

                       

   

 か
れ
た
ま
ち
で
、
難
波
は
日
本
最
古
の 

国
際
交
流
都
市
と
し
て
栄
え
、
古
代
か 

ら
渡
来
人
や
外
来
文
化
を
受
け
入
れ
て 

き
た
。
中
世
後
期
の
大
坂
は
蓮
如
が
つ 

く
っ
た
寺
内
町
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代 

に
は
「
天
下
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
、
経 

済
の
最
先
端
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ 

う
な
地
勢
と
歴
史
を
持
つ
大
阪
の
文
化 

に
は
、「
開
放
性
」「
合
理
性
」「
敏
捷 

性
」
の
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
わ
れ 

る
。
で
は
、
大
阪
弁
に
は
こ
の
三
つ
の 

特
徴
が
ど
の
よ
う
に
具
現
さ
れ
て
い
る 

の
か
。 

 
一
般
に
日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て 

人
見
知
り
す
る
傾
向
が
強
い
が
、
開
放 

的
な
大
阪
人
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な 

い
。
こ
と
ば
を
上
手
に
道
具
と
し
て
使 

い
、
知
ら
な
い
人
に
で
も
直
ぐ
に
話
し 

か
け
る
。
大
阪
人
は
日
本
人
離
れ
し
て 

い
て
欧
米
的
で
あ
る
。 

 

大
阪
人
は
、
自
分
と
相
手
と
の
間
に 

距
離
が
あ
る
と
か
、
壁
が
あ
る
と
は
考 

え
な
い
。
だ
か
ら
、
知
ら
な
い
人
と
で 

も
直
ぐ
話
が
で
き
る
。 

 

大
阪
人
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
語
る 

こ
と
ば
と
相
手
に
向
っ
て
働
き
か
け
る 

こ
と
ば
を
画
然
と
区
別
し
な
い
。
相
手 

の
こ
と
も
「
自
分
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、 

                 

   

 自
分
と
相
手
と
の
関
係
に
距
離
が
あ
る 

と
は
考
え
ず
、
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う 

が
、
相
手
と
の
共
感
的
な
関
係
も
ち
ゃ 

ん
と
維
持
す
る
。 

 

ま
た
、
相
手
が
退
屈
し
な
い
よ
う
に
、

そ
れ
で
い
て
喋
っ
て
い
る
自
分
の
肩
が 

こ
ら
な
い
よ
う
に
、
楽
し
く
面
白
く
話 

し
た
い
と
い
う
笑
い
指
向
の
体
質
が
あ 

り
、
大
阪
人
は
会
話
の
中
に
笑
い
の
要 

素
を
含
ま
せ
る
こ
と
を
好
む
。
加
え
て
、

大
阪
弁
自
体
が
笑
い
に
向
い
た
こ
と
ば 

で
も
あ
る
。 

 

大
阪
人
は
、
も
っ
て
ま
わ
っ
て
恰
好 

つ
け
て
、
か
し
こ
そ
う
に
も
の
を
言
う 

こ
と
を
、
照
れ
く
さ
が
り
恥
ず
か
し
が 

る
。
話
は
分
か
り
や
す
い
の
が
一
番
大 

事
と
、
ホ
ン
ネ
で
喋
っ
て
合
理
的
で
あ 

る
。
だ
か
ら
、
無
意
味
な
こ
と
に
理
屈 

を
言
い
た
て
た
り
、 

建
前
を
並
べ
て
遠
回 

り
す
る
の
を
嫌
う
。 

大
阪
人
は
、『
そ
の 

場
で
絵
を
か
く
』
臨 

機
応
変
の
対
応
を
尊 

び
、
状
況
に
応
じ
て 

的
確
に
切
れ
味
よ
く
、 

大
量
に
こ
と
ば
を
繰 

り
出
す
敏
捷
さ
を
持 

                   

   

 つ
。
饒
舌
が
嫌
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
寧 

ろ
喜
ば
れ
、
洗
練
さ
れ
た
マ
ナ
ー
と
ウ 

ィ
ッ
ト
を
も
っ
て
自
己
主
張
す
る
こ
と 

が
歓
迎
さ
れ
る
。 

 

大
阪
人
は
、
自
分
と
相
手
と
の
間
に 

沈
黙
や
気
ま
ず
さ
が
生
じ
る
こ
と
を
許 

せ
ず
、
停
滞
を
嫌
い
、
変
化
を
好
む
。 

欧
米
人
も
沈
黙
を
嫌
い
、
『
即
答
の
文 

化
』
と
も
い
う
べ
き
習
慣
を
持
っ
て
い 

て
、
相
手
が
黙
り
こ
ん
で
い
る
と
、
イ 

ラ
イ
ラ
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
、
こ 

こ
で
も
大
阪
人
は
日
本
人
離
れ
し
て
い 

て
欧
米
的
で
あ
る
。 （

槇 

野 

勝
・
記
） 

                     

 

大
阪
弁
面
白
考

お
お
さ
か
べ
ん
お
も
ろ
こ
う 

― 
こ
と
ば
は
文
化 

― 

↑
大
阪
市
立
開
平
小
学
校
の
南
西
角
に
立
つ
石
碑
横
面
に
「天
王
寺
屋
五
兵
衛
と

平
野
屋
五
兵
衛
大
き
な
両
替
商
が
向
か
い
合
わ
せ
に
店
を
構
え
て
い
た
の
で
、
合

わ
せ
て
十
兵
衛
」と
説
明
書
き 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字

程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


